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表1 Classi丘cation of137 patientswith
Sarcoidosis
GroupbctiiEi琵 FTVeET Resu_lt ≡
崇i_o_p_ey ≡ .NfuCmabsers
(PerCent)
Ⅰ H H H l44(32%)
ⅠⅠ ≡ … 吊 ｡,HN ., 36(26%)
III H H 招 L28(21%)
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初診年次 (発見年次)別に 観察 してみると,
(図 1)1966年(昭41年)以降の近年における患者
数の激増が注目される｡ この増加の原因を検討
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摘出 した気管周辺部 リンパ節及び ScaleneFat
Pad(写真2)の リンパ節は類上皮糾胞結節によ
って占められ,加えて Kveim 反応陽性 であり,
国際分類 Ⅰ群に属する症例である｡
このような BHLがサル コイ ド-ジスの 特徴
であって UHL(片側 リンパ節腫脹)のみは リン
パ節結核の特徴8) とも言ほれて来たが,現在の
写
真1 症例 1 18才 男手44年 1H入学J
受験のための健康診断にてBHLを発見された｡ -137-ように リンパ節結核が減少 して
来ると,UHLの胸部 Ⅹ線写真をみて も結核よ
りサル コイ ド-ジスを疑 うのが妥当とな りつつあ




UHL期の胸部写真 を見出 している｡ 堆, サル コイ ド-ジ
スの 場合多 くはUHLよりやがてBHLに移行す
る｡症例 2 (写真3)43才の女子, 42年
11月市民検診 にて左 UHLを指摘されたが 放置43
年 4月恨症状出現のため受診
,この時には BHL(写真4)を呈 していた｡生検
,Kveim 反応によ りサルコイ ド-ジスと








コイ ド-ジスと確定 した｡本症例 は
その後の調査により既にHl用｣37年10月の 胸
部X線写真にて BHLをfjJしていたこと
が判明 したo症例 4 (写真 7)44年4月感冒様 の主訴に 際しての胸部X
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)サル コイ ド-ジスの組織診断(表 8)サル コイ ド-ジスなる病名が,病理組織学的所
見に基ず くものである以上,組織診断は本症
の確定診断に欠 くべか らざるものである｡ 京
大
胸部研紀要 第 3巻 第 2号写真
5 症例3 23才 女子44年4月感
冒様症状にて発見された皮膚 痛変が存在
した り表在 リンパ節腫朕のみられる症例では,牲検は比較的容易で
ある｡表在性に 無変化の 場合, 従来行 ほれて来たのは1949年 Danie19)によって 捉 附 さ た Presc
a-1eneFatPadBiopsyである｡ この右斜角筋部
リンパ節当:.検では,私共は80%の陽性成










tPadNodes 57 1 14 71(Danie
lsOp) (80%) (20%)MediastinaLymphNodes 25 0 1 26
(Mediastinoscopy
昭和45.3 サルコイド-ジスの臨床
写真 6 症例 3の石膝部丘疹o)/日食組識所見 (x2







性所見であったO(3)Kveim 反応 11)(表9)この反応は 1939年 Williamsと Nickerso
n,1941年 Kveim によって考案されたもので本症
- 139-患者の痛変部位牌臓 或いは リンパ 節の
懸濁液を 患者の 皮内に注射すると数週後に肉芽腫
が形成され, 組織学的に (写真 9)サルコイ ド-
ジスの痛変部
位と区別出来ない 病変 であ ることが酢かめられた
｡1954年 Siltzbachと Chas
eが共同で皿発した 抗原を
世界各国に 配布 してテス トを試
-140-


































強いツベルクリン反応を示す ものも少 くはな く
諸外国の報告とは差異があるようである｡
(5)血清 ツー globulin,免疫 globulin 量, 血清
Ca及びRA因子 (表11)
サルコイド-ジスに於いては血清 ツー globulin
13)の増加, 高 Ca血症 1'或いは RA因子陽性 14)
が,特徴であると欧米の症例では報告されてい
る｡
我々の症例では高 γ-globulin の基準を 1.5
gm/dl以上と比較的緩かにみても症例の 30%
程度が該当するのみである｡免疫グロブ リンに
ついてみても最 も増加例の 多い IgGにおいて
すら47%の症例が高値を示 したに過ぎない｡









Serum Cagreaterthan 5.6mg/d1 2/67(3%)
RA 用 1/104(1%)
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Ⅴ お わ り に







なが ら非常に難 しいケースも少 くはないだけに











た,本邦人 と欧米の人種差民族差を明 らかに し





































































Rheumatoid FactorActivity During the
CourseofSarcoidosis,Am.∫.Med.44:60-
67,1968
15)Selroos0.andWegelius0.:ThePrognosis
ofEarlyPulmonarySarcoidosis,Scaれd.∫.
Resp.Dis.47:195-199,1966
16)SiltzbachL.E.:Sarcoidosis,ClinicalFea-
turesandManagement,Med.Clin.North
Am.51(2):483-502,1967.
